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(54)【発明の名称】 血栓予防機能付き人体保持装置

(57)【要約】
【課題】  座位状態又は横臥状態を長時間維持した場合
に発生する血栓症などを事前に予防する。
【解決手段】  血栓に超音波を照射することによって血
栓を溶解できることが知られている。血栓予防機能付き
人体保持装置は、長時間座位状態又は横臥状態を保持す
るように構成された椅子や寝台などの人体保持手段に、
人体と接する部分に設けられた超音波を送波する振動子
手段と、振動子手段に駆動パルスを印加する送波手段と
を設けた。これによって血管内で血栓が発生するのを事
前に予防したり、発生した血栓を溶解消滅することがで
きる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  人体を座位状態又は横臥状態で保持する
ように構成された人体保持手段と、
前記人体保持手段の中で前記人体と接する部分に設けら
れた超音波を送波する振動子手段と、
前記振動子手段に駆動パルスを印加する制御手段と備え
たことを特徴とする血栓予防機能付き人体保持装置。
【請求項２】  請求項１において、前記人体保持手段
が、乗客によって利用される交通機関用の椅子で構成さ
れていることを特徴とする血栓予防機能付き人体保持装
置。
【請求項３】  請求項１において、超音波を送受波する
検出用振動子手段と、
前記検出用振動子手段に駆動パルスを印加すると共に前
記検出用振動子手段から出力される信号を受信する送受
波手段と、
前記送受波手段の出力信号を処理して血管内を通過する
血栓を検出する検出手段とを備え、
前記制御手段は前記検出手段の検出結果に基づいて前記
振動子手段に駆動パルスを印加することを特徴とする血
栓予防機能付き人体保持装置。
【請求項４】  請求項１において、検査光を発生する光
源部手段と、
前記光源部から発生して被検体を通過した検査光を受光
し、受光した検査光の強度に応じた電気信号を出力する
受光部手段と、
前記受光部手段の出力信号を処理して血管内を通過する
血栓を検出する検出手段とを備え、
前記制御手段は前記検出手段の検出結果に基づいて前記
振動子手段に駆動パルスを印加することを特徴とする血
栓予防機能付き人体保持装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、人体を座位状態又
は横臥状態で保持するように構成された椅子や寝台など
に係り、特にを長時間使用した場合に発生する血栓症な
どを事前に予防することのできる血栓予防機能付き人体
保持装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】航空機を利用した旅行中・旅行後、又は
バス・列車・船などの交通機関を利用した旅行中・旅行
後に発生する深部静脈血栓症、あるいはその血栓によっ
て引き起こされる急性肺動脈血栓塞栓症などのいわゆる
エコノミークラス症候群の病態は、椅子などに腰掛けた
長時間の座位状態によって、静脈血のうっ滞・血液粘度
の上昇が関与していると言われている。同じく、寝たき
りの病人などのように寝台などに長時間横臥状態にある
場合も同様の病態が発生するおそれがある。
【０００３】そこで、最近では、交通機関などの運行中
に旅客全員に体操のビデオや機関紙等を通じて足の運動
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・水分の補給・ゆったりとした服装・過度の飲酒を避け
る等の深部静脈血栓症の一般的な予防方法を紹介し、旅
客自らが留意して血栓の発生を極力抑制するしかなかっ
た。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところが、旅客の中に
は睡眠を取る者やビデオや機関紙等に注意を向けない者
などが多数存在する。また、エコノミークラス症候群と
いう名称から判断して、ファートクラスやビジネスクラ
スの座席では、深部静脈血栓症は起こり得ない等と誤解
している者も多々いる。従って、旅客全員に対して自ら
留意して血栓の発生を抑制するように仕向けることは困
難であった。
【０００５】本発明は、座位状態又は横臥状態を長時間
維持した場合に発生する血栓症などを事前に予防するこ
とのできる血栓予防機能付き人体保持装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１に係る血栓予防
機能付き人体保持装置は、人体を座位状態又は横臥状態
で保持するように構成された人体保持手段と、前記人体
保持手段の中で前記人体と接する部分に設けられた超音
波を送波する振動子手段と、前記振動子手段に駆動パル
スを印加する送波手段とを備えたものである。血栓に超
音波を照射することによって血栓を溶解できることが知
られている。そこで、長時間座位状態又は横臥状態を保
持するように構成された椅子や寝台などの人体保持手段
に、振動子手段と送波手段を設けることによって、血管
内で血栓が発生するのを事前に予防することができる。
【０００７】請求項２に係る血栓予防機能付き人体保持
装置は、請求項１において、前記人体保持手段が、乗客
によって利用される交通機関用の椅子で構成されている
ものである。深部静脈血栓症や急性肺動脈血栓塞栓症な
どのエコノミークラス症候群は、交通機関などのような
限られた空間の中で長時間座位状態を保持しなければな
らない場合に発症することが分かっているので、ここで
はその交通機関用椅子に血栓予防機能を付加するように
した。
【０００８】請求項３に係る血栓予防機能付き人体保持
装置は、請求項１において、超音波を送受波する検出用
振動子手段と、前記検出用振動子手段に駆動パルスを印
加すると共に前記検出用振動子手段から出力される信号
を受信する送受波手段と、前記送受波手段の出力信号を
処理して血管内を通過する血栓を検出する検出手段とを
備え、前記制御手段は前記検出手段の検出結果に基づい
て前記振動子手段に駆動パルスを印加するものである。
これは、超音波を用いて血管内を流れる血栓を検出し、
血栓が検出された場合に、血栓溶解用の超音波を照射す
るようにしたものである。
【０００９】請求項４に係る血栓予防機能付き人体保持
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装置は、請求項１において、検査光を発生する光源部手
段と、前記光源部から発生して被検体を通過した検査光
を受光し、受光した検査光の強度に応じた電気信号を出
力する受光部手段と、前記受光部手段の出力信号を処理
して血管内を通過する血栓を検出する検出手段とを備
え、前記制御手段は前記検出手段の検出結果に基づいて
前記振動子手段に駆動パルスを印加するものである。こ
れは、検査光を用いて血管内を流れる血栓を検出し、血
栓が検出された場合に、血栓溶解用の超音波を照射する
ようにしたものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を添付
図面に従って説明する。図１は、本発明の血栓予防機能
付き人体保持装置に係る第１の実施の形態を示す図であ
る。この人体保持装置は、旅客用の椅子１０に、血栓予
防用の超音波振動子１１～１３とその制御部１５を設け
たものである。椅子１０は航空機、バス、列車、船など
通常の交通機関に利用されているものである。超音波振
動子１１～１３は、通常の超音波診断装置などで用いら
れる超音波探触子と同じ構成をしており、制御部１５か
ら供給されるパルス状の電気信号を機械的振動に変換し
て超音波を発生するものである。超音波振動子１１～１
３は、この椅子１０に長時間の座位することによって静
脈血がうっ滞し、血液粘度が上昇して、血栓が発生しよ
うとする場合に、そのような血栓が発生しないように抑
制するための超音波及び／又は発生した血栓を溶解する
ための超音波を椅子１０の利用者に照射するためのもの
である。従って、超音波振動子１１～１３の椅子１０に
おける配置は、その利用者の体型などに応じて任意に移
動可能な構成することが好ましい。超音波振動子１１～
１３から発生した超音波は、椅子１０の利用者の皮膚を
介して予め設定された焦点位置である血管に集束するよ
うになっている。制御部１５は、超音波振動子１１～１
３を駆動するためのパルス信号を発生する。
【００１１】図２は、本発明の血栓予防機能付き人体保
持装置に係る第２の実施の形態を示す図である。この人
体保持装置は、図１のものに更に超音波を利用して血管
内で発生してそこを流れる血栓を検出するようにした血
栓検出装置を設けたものである。図２において、図１と
同じ構成のものには同一の符号が付してあるので、その
説明は省略する。この血栓検出装置は、超音波振動子２
０、送受信部２１及び血栓計測部２２を含んで構成され
る。送受信部１１及び血栓計測部２２は、椅子１０側に
設けられ、超音波振動子２０はケーブル２３を介して椅
子１０から外部に引き出され、椅子１０の利用者の所定
の箇所に貼付（装着）される。
【００１２】超音波振動子２０は、通常の超音波診断装
置などで用いられる超音波探触子であり、パルス状の電
気信号を機械的振動に変換して超音波を発生し、また被
検体からの反射エコーによる機械的振動を電気信号のパ
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ルスに変換するものである。超音波振動子２０から発生
した超音波は、利用者の皮膚５を介して予め設定された
焦点位置である血管６に集束するようになっている。送
受信部２１は、超音波振動子２０を駆動するためのパル
ス信号を発生すると共に被検体内から反射した超音波に
よって振動する超音波振動子２０から出力される微弱な
エコー信号を増幅して血栓計測部２２に出力する。血栓
計測部２２は、増幅されたエコー信号に基づいて血管６
内を通過した血栓を検出し、その検出信号を制御部１５
に出力する。制御部１５は、血栓計測部２２から検出信
号を入力した時点で、超音波振動子１１～１３を駆動す
るためのパルス信号を発生する。なお、これ以外に、血
栓が検出された場合には、その検出信号に基づいて、そ
のことを表示したり、音声で発音したりする警報装置を
設けてもよい。
【００１３】図３は、本発明の血栓予防機能付き人体保
持装置に係る第３の実施の形態を示す図である。この人
体保持装置は、図１のものに更に生体を通過した光を受
光して生体内部を計測する生体光計測装置を利用して血
管内を流れる血栓を検出するようにした血栓検出装置を
設けたものである。図２において、図１と同じ構成のも
のには同一の符号が付してあるので、その説明は省略す
る。この血栓検出装置は、制御部３０、レーザーダイオ
ード３１、光トポプローブ３２、照射光ファイバ３３、
検出光ファイバ３４、フォトダイオード３５及び計測部
３６を含んで構成される。制御部３０、レーザーダイオ
ード３１、フォトダイオード３５、計測部３６及び警報
装置３７は、椅子１０側に設けられ、光トポプローブ３
２は照射光ファイバ３３、検出光ファイバ３４を介して
椅子１０から外部に引き出され、利用者の所定の箇所に
貼付（装着）される。
【００１４】光トポプローブ３２は、照射光ファイバ３
３の発光部先端３３ａと検出光ファイバ３４の受光部先
端３４ａとを含む。制御部３０は、異なる２つの測定波
長の光、例えば７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの２つの波長
の光をレーザーダイオー３１から出力させるための駆動
信号をレーザーダイオード３１に出力する。レーザーダ
イオード３１は、その駆動信号に応じた波長の光を照射
光ファイバ３３に照射する。これによって、光トポプロ
ーブ３２の発光部先端３３ａからは、光が出射する。出
射した光は、被検体の皮膚５及び血管６を通過して検査
光として、光トポプローブ３２の受光部先端３４ａに入
射する。検出光ファイバ３４は、受光部先端３４ａから
入射した光をフォトダイオード３５の受光面に導く。フ
ォトダイオード３５は、被検体の皮膚５及び血管６を通
過した検査光を受光し、受光した検査光の強度に応じた
電気信号を計測部３６に出力する。計測部３６は、フォ
トダイオード３５から出力される電気信号に基づいて血
管６内を通過した血栓を検出し、その検出信号を制御部
１５に出力する。制御部１５は、計測部３６から検出信
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号を入力した時点で、超音波振動子１１～１３を駆動す
るためのパルス信号を発生する。なお、これ以外に、血
栓が検出された場合には、その検出信号に基づいて、そ
のことを表示したり、音声で発音したりする警報装置を
設けてもよい。また、図２と図３の血栓検出装置を両方
設けてもよい。さらに、血栓検出装置は人体保持装置す
なわち椅子１０とは別個に設けてもよい。
【００１５】図４は、図２及び図３の血栓検出装置の動
作を説明するための図である。図４では、上段の「超音
波」の欄に図２の血栓検出装置で検出されたエコー信号
の波形を、下段の「光トポ」の欄に図３の血栓検出装置
で検出された電気信号の波形を示し、左側の「正常」の
欄に血栓６１の存在しない正常な血管６の場合を、右側
の「血栓あり」の欄に血栓６１が血管６内を通過した場
合を示す。図から明かなように、血栓の存在しない正常
な血管の場合、エコー信号は血管６の内壁部の位置で反
射するような波形を示し、電気信号は振幅の変化しない
平坦な波形を示す。これに対して、血栓６１が血管６内
を通過する場合には、その血栓６１の通過に伴って、エ
コー信号は、血管６の内壁部の位置で反射する波形（正
常な波形）に加えてその波形のほぼ中間付近（血栓６１
の通過位置）に血栓６１の形状に応じた波形を示し、電
気信号は、血栓の通過位置に伴って振幅の一時的に減少
したような波形を示すようになる。血栓計測部２２又は
計測部３６は、このような信号の変化に基づいて、血栓
６１が血管６内を通過したことを検出することができ
る。
【００１６】なお、上述の実施の形態で使用される超音
波のうち、血管内に発生した血栓を溶解するための超音
波は、周波数１００～５００〔ｋＨｚ〕、強度０．５～
１．５〔Ｗ/cm2〕程度の駆動パルスによって生成され、
血栓の発生を抑制したり、検出したりするときの超音波
は、周波数３〔ＭＨｚ〕、強度はその１０分の１程度の
駆動パルスによって生成される。これらの数値は一例で
あり、これ以外の数値でもよいことは言うまでもない。*
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*【００１７】また、上述の実施の形態では、椅子を例に
説明したが、人が横臥する寝台やペッドなどにも同様に
適用可能であることは言うまでもない。
【００１８】
【発明の効果】本発明の血栓予防機能付き人体保持装置
によれば、座位状態又は横臥状態を長時間維持した場合
に発生する血栓症などを事前に予防することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の血栓予防機能付き人体保持装置に係
る第１の実施の形態を示す図である。
【図２】  本発明の血栓予防機能付き人体保持装置に係
る第２の実施の形態を示す図である。
【図３】  本発明の血栓予防機能付き人体保持装置に係
る第３の実施の形態を示す図である。
【図４】  図２及び図３の血栓検出装置の動作を説明す
るための図である。
【符号の説明】
１０…椅子
１１～１３…超音波振動子
１５…制御部
２１…送受信部
２２…血栓計測部
２３…ケーブル
３０…制御部
３１…レーザーダイオード
３２…光トポプローブ
３３…照射光ファイバ
３３ａ…発光部先端
３４…検出光ファイバ
３４ａ…受光部先端
３５…フォトダイオード
３６…計測部
５…皮膚
６…血管

【図１】
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【図２】 【図３】

【図４】
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